






















の「クリティカル実践」、Pease and Fook (1999) の「ポス
トモダン・クリティカル視座」、Thompson (2006) の「反
差別的実践」、Baines (2007) の「反抑圧的実践」、Mullaly 
(2007) の「構造的ソーシャルワーク」、Ferguson (2008) の
ラディカル・ソーシャルワーク（Briskman, Pease and 
Allan 2009: 4）。
　Briskman, Pease and Allan (2009: 7) は、クリティカル・
ソーシャルワークを単一のモデルと考えることについて
は反対の立場に立つ。上記に挙げたクリティカル実践以
外に、Fook (2002), Davies and Leonard (2004), Healy (2005), 
Hick et al. (2005), McDonald (2006), Ife (2008) による最近
のクリティカル・ソーシャルワーク実践の理論を理解
し、対話し続けることを求めている。































































（Hick and Pozzuto 2005: xi）といわれる。しかし他方で、
批判理論がクリティカル・ソーシャルワーク実践の基礎
























































and Baikie 2012: 72）。
　実践的意図、世界を変える志向性、解放のビジョン、
よりよい世界の概念とそれをどう実現するかの考え、こ
れらの要素によって明確にされる agents と actionsの主
体性と創造性。これらの知識を構成する批判理論を、
ソーシャルワーカーはどう実践で援用するのか。
　たとえば、Healy (2005: 219‒220) は、クリティカル・
ソーシャルワークを、次の志向性を共有する広範なソー
シャルワーク・アプローチと理解する。

















































































































　ソーシャルワーカーは、敵対的な環境（Ife 1997: 12, 
Fook 2002: 161）に埋め込まれながら、どう実践するの
か。












































































































































































　ⓙ批判的省察をしながら実践する（Cambell and Baikie 
2017: 74‒5）。







　上記の原理のⓑⓔは、Ife (1997: 183) の、周辺化され
4 4 4 4 4
た人々の発言権を合法的、正当なものにする


































Cambell and Baikie (2017: 74‒5) のクリティカル・ソー
シャルワークの原理のⓐⓑⓒⓓと関連する。
　また上述の原理は、Ife (1997: 196) のマクロとミクロ
























































































える。Ife (1997: 207) のいう基本的な希望の源泉
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Outline of a Theory of Critical Social Work
TAGAWA Kayoko
  Critical social work has been formed and has developed in Canada, Australia, and Britain. This paper is ex-
ploratively investigated centering on the written literature of critical social work.
  How does a critical social work differ from a traditional social work?
  How do the differences between them appear in practice?
  How are the missions of critical social work realized in a hostile context of social work?
  A sketch is tried for a theory of critical social work, finding out the answers to the questions over a critical 
social work. It becomes a subject of this paper to draw the outline of a theory of critical practice.
